
代表取締役会長

近 藤 光 雄

会長挨拶会長挨拶
 近藤組が７月１日より新年度(第７４期)を迎えたこと
にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
 まだ２０２０年の途中ではありますが、最大の出来
事（悲劇）は新型コロナウイルスの発生と感染拡大
です。昨年末に中国、武漢市の海鮮市場で発生し
（当初は原因不明の肺炎と思われていたが）あっと
いうまに世界中に広まりました。感染を防ごうと各国
は水際対策等、人の移動を制限し三密になる営業や

集会の自粛を求めてきましたが、その結果、経済活動は大きな打撃を受けること
になりました。
　なお７月現在における世界の感染者数は13,557千人、死者数は584千人
となっております。感染状況は一時、沈静化傾向となっていたのですが、ここに
来て大都市を中心に増加し始めており、収束するには相当の期間を要すること
と思われます。
　政府は新型コロナや九州地方を襲った７月豪雨、｢Ｇ０ＴＯトラベル｣キャン
ペーン等を膨大な税金で賄おうとすることから、後々の国家予算は緊縮化され
るとともに、増税が実施されることでしょう。新型コロナにより今までの日常が
非日常に急速に変わろうとしています。どうかこの変化に対応出来るようさらに
自己研鑽に励んでください。
　いろいろ申し上げましたが、これから暑い夏がやって来ます。どうか健康には
充分気をつけ、｢安全第一｣で活気あふれる職場を目指し頑張りましょう。

　新期の決算年度を迎えるに当りひと言ご挨拶申し
上げます。
　皆さん、毎日暑い中お仕事ご苦労様です。昨年の
今頃、一年後の東京オリンピック開催、「佐渡金銀
山世界遺産登録」の国内候補決定でのワクワク感
がありましたが、新型コロナウイルス感染で世界中が
こうも変わるものかと驚かされています。嘗て感染症
パンデミックは10年に一度、町を飲み込む大洪水は

100年に一度、都市を破壊する大地震・大津波は1000年に一度と言われてい
ましたが、我々の生命を脅かす大災害は今や毎年のように何処かに襲いかか
り、それが「新たな日常」となっています。我々は、大災害が毎年のように襲って
くる事態を想定しておかなければなりません。そして今回はコロナと自然災害、
同時に二つの難題に対処しなければいけません。
　そんな中、アフター・コロナ、ウイズ・コロナの時代を生き抜いていかなけれ
ばならないという自覚も徐々に我々の中に芽生えています。「密集から分散へ」
「東京から地方へ」「会社中心から家族･地域中心へ」「自宅(地方)勤務で、会
社へは月1出社」働き方、住み方の変化が徐々に始まっています。これにより若
者達の都会への流出に僅かでも歯止めが掛れば幸いです。毎年のように発生
する大災害、これに対応出来るのは地方の建設業者しかありません。建設業
は時代により多少の盛衰はあれどこの世の中で必要とされる決して無くならな
い産業のひとつであります。
　皆さんも「地域の町医者」を自負し、自信を持って今期も頑張ってまいりましょう。

取締役社長
松 本 勝 司

社長挨拶社長挨拶

関岬キャンプ場 OPEN!!
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③我が社は、労使協調により、社員の健康と安全を第一に考え、明るく楽しい職場と家庭づくりに、努めます社 是
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健康安全管理
原 価 管 理
工 程 管 理
品 質 管 理

基
本
意
識

2020年 オリンピックイヤー がんばれ！ニッポン！

R２年度
（第７４期）社 長 年 度 方 針

① 安全第一の理念の下、年間無事故・無災害を達成する。
② 新型コロナウイルス感染症対策を徹底する。
③ 社内・外でコミュニケーションを取り、情報共有と社会
　 ニーズの把握に努める。
④ 若手社員が入職し易い社内環境を整える。

令和２年７月１日 代表取締役　松 本 勝 司

　聞くところによると、昭和43年関集落青年会有志により、関岬の広大な土地と景観を活用してキャンプ場を開設
しようという話が持ち上がったそうです。海抜100ｍの大地に水・電気もない、テントを張る平坦地もない、炊事棟、
トイレも必要。そこで西野相川町長に嘆願し国民休暇村誘致の声が上がりました。
　当時、県会議員近藤元次先生、羽茂出身で元厚生事務次官であられた葛西さん、亘知事の尽力により、昭和49
年12月「佐渡弥彦国定公園内関岬集団施設」として事業がすすめられ、平成7年から「国民休暇村佐渡」としてオー
プン。一時は昼夜を問わず大盛況の時もありましたが、時代の変化と共に客足が減り、昨年8月末日、以前の指定
管理者である「国民休暇村佐渡」は撤退することとなりました。
　しかしながら、新潟県・佐渡市の強い要望もあり、地域貢献の一環として当社で運営を引継ぐこととなり、現地説明
会、指定管理審査会、県議会の承認を得て、本年1月15日付で花角県知事から近藤組に指定通知をいただきました。
　まず二見のゴルフ場に準備室を設け、6人のスタッフで打合せ会議を何度も行いました。何分私のようなド素人が
リーダーのため7月1日オープンに間に合うのか？スタッフの件・売店の件・酒販売の件・サイトの整備・維持管理の
件・管理棟内の掃除の件・レジの件・宿直の件・予約管理の件等々難題山積でしたが、幸いスタッフに恵まれました。
　コンピューターのスペシャリスト樋口氏、元行政マンで観光課長経験者の石塚氏、休暇村で作業員の経験のあ
る和田氏、当社ＯＢの福島さん、そして伐開～草刈りまで何十日もボランティア精神で整備してくれた十全佐渡の
皆さん等。頭が下がる思いです。
　利用者の方には、「まるで新潟のゴルフ場へ来たようだ」と喜んでいただいており、また、地域の方々からの「もっ
と早くから近藤組にやってもらえばよかった」という声も聞かれます。
　みなさん、きれいな景色と夕日を見ながらバーベキューパーティーを堪能しませんか！
　是非、ご家族・友人を誘って生まれ変わった「関岬キャンプ場」へお越しください。

　　関岬キャンプ場　宇川　修一



『に
い
が
た
健
康
経
営
推
進
企
業
登
録
』を
行
い
ま
し
た

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
は
じ
め
よ
う
、け
ん
こ
う  tim

e

」

　

７
月
15
日
に
、
あ
い
か
わ
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
㈱
近

藤
組
安
全
衛
生
大
会
が
グ
ル
ー
プ

会
社
と
共
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
と
し
ま
し
て
、
制

限
を
か
け
た
職
員
だ
け
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。

　

佐
渡
労
働
基
準
監
督
署
の
井
上
署

長
様
よ
り
大
会
開
催
に
あ
た
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
、
社
長
挨
拶
の
後
に
、

社
長
よ
り
代
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
力
業
者
安
全
表
彰
で
は
、

佐
水
工
第
1
│
6
号　

相
川
地
区

　

連
絡
管
布
設（
高
千
工
区
）工
事

　

佐
渡
企
業
㈱
様

佐
水
工
第
1
│
4
号　

相
川
地
区

　

配
水
管
布
設
替（
入
川
工
区
）工
事

　

㈱
み
ら
い
サ
ー
ビ
ス
様

佐
世
工
第
30
│
5
号　

重
要
文
化

財
旧
佐
渡
鉱
山
採
鉱
施
設
高
任

粗
砕
場
解
体
材
保
存
小
屋
設
置

及
び
部
材
取
外
し
工
事　

　

大
谷
工
業
㈲
様

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
良
安
全
現
場
表
彰
で
は
、

佐
水
工
第
1
│
6
号　

相
川
地
区

　

連
絡
管
布
設（
高
千
工
区
）工
事

　

工
事
責
任
者
の
小
西
弘
人
さ
ん

佐
世
工
第
30
│
5
号　

重
要
文
化

財
旧
佐
渡
鉱
山
採
鉱
施
設
高
任

粗
砕
場
解
体
材
保
存
小
屋
設
置

及
び
部
材
取
外
し
工
事

　

現
場
代
理
人
の
安
達
光
浩
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
長
表
彰
で
は
、

防
老
県
離
第
1
│
11
│
00
│
01
号

（
主
）
佐
渡
一
周
線　

岩
谷
口
橋

下
部
工（
A
1
，A
2
，P
1
）工
事

職
長
の
本
間
仁
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
新
潟
県
建
設
業
協
会
の

功
績
賞
を
授
与
さ
れ
た
土
木
部
の

遠
藤
龍
嘉
さ
ん
の
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

交
通
安
全　

無
事
故
・
無
違
反

30
年
表
彰
（
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
新
潟
県
事
務
所
栗
原
所
長

と
連
名
で
表
彰
）で
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
部
の
本
間
峰
子
さ
ん（
31
年
）が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、無
事
故
無
違
反
を
更
新
し

て
い
ま
す
５
名
を
プ
ラ
ス
し
、計
６

名
の
方
が
30
年
以
上
の
優
良
ド
ラ

イ
バ
ー
を
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
安
全
講
演
で
は
な
く
、

昨
今
I
C
T
が
騒
が
れ
る
中
、
安
全

体
験
・
映
像
で
の
V
R
体
験
（
危
険

予
知
）、テ
ー
マ「
足
場
か
ら
の
転
落
・

墜
落
、
重
機
の
作
業
半
径
内
接
触
の

V
R
体
験
」
を
日
立
建
機
日
本
㈱
様
、

金
井
度
量
衡
㈱
様
、㈱
岩
崎
様
の「
リ

ア
ル
ハ
ッ
ト
」に
よ
り
、い
く
つ
か
の

V
R
「Virtual Reality

」（
仮
想
現

実
）
の
V
R
体
験
型
安
全
教
育
シ
ス

テ
ム
を
体
験
致
し
ま
し
た
。

　

日
立
建
機
日
本
㈱
様
に
は
、
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
るHITACHI

の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
映
像
と
共
に
、
い

く
つ
か
の
重
機
関
連
の
災
害
発
生
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
オ
ペ
の
立
場
、

あ
る
い
は
被
災
者
の
立
場
と
な
り
、

「
安
全
確
認
不
足
や
死
角
な
ど
へ
の

目
線
」な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

㈱
岩
崎
様
に
お
い
て
は
、・
安
全

点
検
・
バ
ッ
ク
ホ
ウ
災
害
・
ク
レ
ー

ン
災
害
・
丸
の
こ
災
害
・
ス
ト
レ
ー

ト
災
害
・
ワ
イ
ヤ
ー
点
検
・
ユ
ニ
ッ

ク
操
作
・
ユ
ニ
ッ
ク
災
害
・
転
落
災

害
・
吊
荷
作
業
・
ガ
ス
切
断
・
公
衆

災
害
な
ど
の
テ
ー
マ
に
添
っ
て
V
R

空
間
上
で
「
実
際
に
労
働
災
害
が
発

生
し
た
状
況
」
を
シ
ナ
リ
オ
を
通
し

て
体
験
し
、
な
ぜ
災
害
が
起
こ
っ
た

の
か
、ど
の
よ

う
な
対
策
を

講
じ
る
べ
き

で
あ
っ
た
か

な
ど
を「
被
災

者
の
立
場
に

立
っ
て
」確
認

し
、危
険
予
知

能
力
の
向
上
・

安
全
意
識
の

向
上
に
向
け

て
体
験
致
し

ま
し
た
。

　

企
業
が「
健
康
経
営
」を
意
識
し
、

取
組
む
登
録
を
県
に
行
い
ま
し
た
。

　

加
入
登
録
す
る
事
で
、
支
援
や

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら「
人
生
１
０

０
年
時
代
」
に
向
け
て
厚
労
省
が

推
奨
す
る「
人
づ
く
り
革
命
」と
し

て
見
据
え
た
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

を
作
り
上
げ
る
サ
ポ
ー
ト
の
一
環

に
な
り
ま
す
。

　

個
人
が
健
康
管
理
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
時
代
か
ら
、
企
業
が

社
員
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
時

代
に
な
っ
た
事
を
意
味
し
ま
す
。

　
「
健
康
管
理
」や「
健
康
増
進
」の

取
組
は
、
企
業
に
と
っ
て
「
投
資
」

と
捉
え
、
今
ま
で
個
人
の
健
康
管

理
は
自
己
責
任
と
思
わ
れ
が
ち

な
時
代
か
ら
、あ
る
い
は
、職
場

の
高
齢
化
や
人
手
不
足
の
問
題

な
ど
を
背
景
に
健
康
経
営
を
行

う
事
で
相
応
の
リ
タ
ー
ン
を
期

待
し
、
職
場
の
健
康
意
識
の
向

上
、
活
力
向
上
や
生
産
性
の
向

上
と
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
「
安
全
第
一
」、「
健
康
第
一
」
で

働
け
る
職
場
を
目
指
し
、
働
き
方

改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

と
同
様
に
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い

き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、「
に
い
が
た
健
康

経
営
推
進
企
業
」
が
新
潟
県
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
事
、
大
変
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。地
域
基
幹

産
業
の
建
設
に
お
い
て
、
現
場
の

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
な
建
設
従
業
者
の

健
康
を
意
識
し
た
企
業
の
健
康
経

営
に
取
組
む
貴
会
社
の
姿
勢
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
社
会
活
動
が
徐
々
に
再
開

さ
れ
つ
つ
有
り
ま
す
が
ま
だ
ま
だ

油
断
で
き
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が

作
ら
れ
、
利
用
で
き
る
に
は
１
〜

２
年
は
か
か
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

三
密
を
避
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
飛
沫
感
染
や
接
触
感

染
を
避
け
、手
洗
い
や
消
毒
、換
気

も
行
い
、
密
閉
空
間
な
ど
作
業
環

境
の
特
性
に
合
わ
せ
た
対
策
や
、

意
識
を
持
っ
た
行
動
を
取
る
事
が

大
切
で
す
の
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

し
て
も
9
割
近
く
は
無
症
状
で
す
。

感
染
予
防
は
大
変
難
し
い
で
す
が
、

感
染
予
防
、
感
染
拡
大
へ
の
対
応

と
、
万
が
一
発
症
し
た
時
の
対
応

を
日
頃
か
ら
準
備
さ
れ
て
お
く
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

熱
中
症
に
関
し
て
は
、
今
年
も

高
温
高
湿
度
が
予
想
さ
れ
る
中
、

外
で
作
業
さ
れ
る
方
々
に
は
極
め

て
体
力
を
消
耗
す

る
の
が
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
な
る
と

思
い
ま
す
。し
か

も
マ
ス
ク
を
着
用

さ
れ
る
事
な
ど
を

考
え
ま
す
と
大
変

な
季
節
を
迎
え
る

事
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
日
々
の

体
調
を
管
理
し
、

水
分
と
塩
分
を
摂

取
し
、
無
理
を
し

な
い
、
無
理
を
さ

せ
な
い
相
互
監
視

を
行
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

熱
中
症
は
、
早
め

早
め
の
対
応
が
必

要
で
、
我
慢
を
し

過
ぎ
る
と
症
状
は

重
く
な
り
悪
化
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
夏
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

熱
中
症
対
策
の
双
方
に
取
り
組
む

こ
と
は
大
変
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

早
期
の
予
防
と
対
策
を
心
掛
け
て

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
熱
中
症
予
防

産
業
医
　
本
田
　
康
征

─

令和２年度

退 職 者 出井　恵枝 2020.3.31
小田切則夫 2020.4.30

近藤　浩正 2020.4.30
お疲れ様でした

新入社員 よろしくお願いします。
◆大澤  陸
　4月よりお世話
になっています。
　大澤陸と申しま
す。仕事を始めて
まだ数か月でわか
らないことだらけですが、少しずつ
覚えていき少しでも早く先輩方に近
づけるように日々頑張っていきたい
と思います。これから宜しくお願いし
ます。

㈱近藤組安全衛生大会

◆菊地  剛史
　今年5月から
建築部でお世話
になっています、
菊地剛史（49才）
と申します。
　前職は、両津の建設会社に勤め
ていました。
　新しい環境に早く慣れ戦力とな
れるよう頑張りたいと思います。宜し
くお願いします。

　今年2月に次女が
産まれ、早いもので
長女は先月7月で
3歳を迎えました。
　二児の父となり、
育児は大変なことも
沢山ありますが可愛
い娘たちの笑顔に
毎日癒されています。
　長女はパパ、イヤ

イヤ期真っ只中で少し寂しく思いますが、娘たちの成
長を感じられるのはとても嬉しいものです。
　子供の成長とともに自分自身も親として・人として成
長していけるよう日々 精進していきたいと思います。

令和２年２月２８日誕生令和２年２月２８日誕生

令和2年7月29日
営業部

眞尾 周平さんが
ご結婚されました。

奥様の　　　　　
お名前は純奈さん

これからも安全運転に気を付けて、
無事故でがんばりましょう！

ご結婚
おめでとうございます

お幸せに！

年間無事故顕彰を
受賞しました！！

土木部遠藤龍嘉さん 次女凛桜ちゃん 
ご誕生おめでとうございます！
土木部遠藤龍嘉さん 次女凛桜ちゃん 
ご誕生おめでとうございます！

表彰授章者の方々

VR体験の様子 （一社）新潟県建設業協会功績賞


